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鉄鋼中のガス分析
坂上六郎・松下幸雄・金森九郎

　緒　言すで｝発衣されているように，金森研

究室においては，　1tの式験高炉を建設し，　炉底湯溜

りに酸素，水を吹ぎ込むい，ゆる特殊吹精にょって，踏

銑中の有雪成分であるS，　Cr　）除去の研究を行．，てい

る．　二のような特殊の操業にヒ　て，当然酸素，水素な

どのガスが一般の高炉鉄よ；／’　i－／　？く含有されているので

はないかと考えられるが，二の点の調査確認と資鉄中の

ガス成分と，それに密接な関連を持つと考えられる炉内

の化芦反応およひその他の物理化学的諸条件との相関性

を追求tるナニめに，真空溶融法によるガス分析装置の試

作を行．，たが，最近に至・，て順調に稼動するようにな一t

たので，本装置の概略と，二れまでに得られた若干のデ

ーaを報告する・

　分析装置　第1図に全装置を示す・右から順に反

応管とフk冷キ　V・　ツ

プ，抽出用水銀拡

散ボンプ〔2基），

水銀滴下ポンプ，

ミクロオκザット

分析装置が配置さ

れている．反応管

と水冷キ1・ッ7’；t

モリブデン硝子製

で，電極には直径

2．5、，，のMo棟を

硝子に封じ込7S，

．二の封じ込み部と

キセップは摺合せ

になりており，破

損の場含の修理か

春易にできるよ’iにした．二．・t）Mo俸に厚みD．5％，巾

10％のMOリヂソを止y・，：れに炭素騨旋炉が懸垂「〆

ている．キs・ップと抽出用の1k銀3段拡散ポンプ間はて

きるだ；十排気速度を大ぎくするためこ，直径35瓢，長さ

190’の硝子管を使用1一た．測温はキ1・ップ上部の測滉

用窓にツLリズムを置ぎ，光高温計によって行う，加熱は

外径34呪，内径30m、；；，全長100％，ピ・ソチ3噺の炭素螺

旋管の抵抗加熱によ．て庁い，．二の螺旋管の内に黒鉛・し

ツボが位置Lている・また熱の遮断をできるだけ完全に

するために，外側に黒鉛円筒ヒ，Mo板が二重に巻いて

ある．一の炉の温度と電流との関係は次のよ臼）であった，

　　電流（Amp）　　　　30　　　　27　　　　24

　　温度（°C）　　　1950　　1850　　1750

　水銀滴下ポソプは宗宮博土の考案ざれた学振法のもの

とほぼ同一であるが，滴下管；二は不破氏の提案された準，

のを使用した．また抽出用拡散ポソプと滴下ボンプ問は

デッドスペースをできる．だけ少なくするため，滴下・1：ン

プの直前に，水銀3段拡散ポンプを設置した．ミクPt

’しザット装置もほぼ学振法と同様であるか，ここでは窒

素の酸化の危険がないように，爆発ピペットを燃焼ピペ

ソトに代え，また電解酸素の洗諜用に塩化ヵ几γウム管

とバラジウムアスベスト管を付けた．

　分析操作炉体の取付けが終っナこら，まず油回転ボ

ンフ’ ﾉょ．，て装置内を排気し，次いで水銀拡散ボンプを

働かせて，反応管内の圧力をb．　leuS・　mm　Hg程度にす

る．その後炭素螺旋炉に漸次電流を通じて30Aにす

る．ニニで約4時聞保持「一，十分空焼きをしてから，電

流を下け，温度を約ユ800c　Cに調節する．この時の真空

度はほぼ1x10－5mmHgである，次に回転ボソプを

カットし，さらに滴下ボンプと水銀拡散ポyプを働かせ

て，装置のプラソクを求める，これが一定となったら磁

石にょ．）て試料を7Lツボ内に投入する．炉内圧力が投入

前のE力に戻．，tら捕集されたガスをナ・レザット装置に

送り，次の試料を投入する．抽出に要する時聞は，試料

1個当b25－－30分である，

　ヵ’xは常法によって分析L，酸素窒素水素を算出

する．

　分析結果次に学振第19小委ガス分析協議会にお

　いて作成した標準試料（低ニッケル・eロム鋼）・出銑

の際とった試料，吹精羽口よりとりた吹糖前後の炉内試

料について行った結果を示す・

種　類

標準試料

同学振平均館．

出銑試料

分析温度

（°C）

抽出時聞

（min）

’S°°
P

吹精前試料

i吹精後試料i

ISOO

1800

　30
L一二’－

　33

ISOO

35

黷R0

試料重量

（gr）

　　　コ
〔°，％ 堰k］〕％

…D2
P”’6・・。・2

　　　0，0043

3．418

1，483

1．448

O、oe37

0．〔OS5

D，O“5

D，0038

0．0032

・、・…1

0．DO52

0．DO23

　かくして，r応ガX分析操作そのものは確立されたの

で，今後炉内冶金反応その他物理的，化学的な．条件と結

し付けてゆきたいと思．、ている，　　　（1956，5．15）
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